
水道がなかったむかしは、井戸をほって地下水を使ったり、
雨水をためたりしていました。

水はわたしたちのくらしに、なくてはならない大切なものです。
今ではじゃ口をひねるときれいな水がいつでも使えます。しかし、災害や水不足になると、
水が使えなくなる場合があります。そこでつぎのことに注意して水を大切に使いましょう。

水を入れた重いおけを引き上
げたり、運んだりしてとても
苦労しました。

水道ができてから、人々
のくらしはとても楽に
なりました。

…

もしも、じゃ口を
しっかりしめる
のをわすれてし
まったら…

○1時間で
　牛乳パック（1  ）で約1本
○1日たつと
　牛乳パック（1  ）で約30本

●じゃ口は
　きっちりしめましょう。

●学校や公園のじゃ口から
　水が出ていたらとめましょう。

●歯みがきや、髪をあらうときは
　水をとめましょう。
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●先生方へ●　水道が出来る以前は井戸水の枯渇や赤痢などの伝染病の流行がありましたが、水道水の普及により衛生状態
も飛躍的に改善され、人々の生活は豊かになりました。
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●道路で水がもれているのを
　見つけたら企業局へ知らせましょう。
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